











あったが、仏縁があって越後・関東の親鸞 訪ね、その弟子となった。その後、寛喜三（一二三一）年に親鸞の求めに応じて布教のために奥州和賀郡に下向し、 最初は同郡一柏（花巻市）に居住、 後に紫波郡彦部（紫波郡紫波町）の石ヶ森に移り本誓寺を建立した。文永三（一二六六）年に往生したという。　
本誓寺はまた伝えによれば、天正十二（一五八四）年に近くの二日町
（紫波郡紫波町）に移転した後、寛永十二（一六三五）年に盛岡城下町へと移転したという（現在地 江戸時代に 末寺三十か寺以上を有する東北地域最大級の真宗寺院であり、貴重な初期真宗法宝物を所蔵していることでも知られている。特に光明本尊は模本や縮刷版本まで作成され、全国各地 出開帳が行われてい 。　
しかしながら、本誓寺の寺院としての歴史や所蔵されている法宝物・
史料の全容については明らかになったことはこれまでなかった。大正七（一九一八）年に山田文昭の調査一行が祖跡探訪の過程で同寺を訪れ、光明本尊をはじめ十八点の法宝物を見出 、後に紹介して るが それも全容解明には至っていな 。 『真宗重宝聚英』 （一九八七～九年）にお
いても、光明本尊をはじめ四点が掲載されているのみである。また、由緒書等を含む古文書類についても、調査報告は管見の限り皆無である。山田文昭の調査から約一〇〇年、真宗史研究において熱望されながら、果たされてこなかったのが盛岡本誓寺所蔵 料調査であった。　
それが、このたび、本誓寺住職の吉田信氏よりご許可をいただき、同
朋大学仏教文化研究所が に伺わせていただくことになった。お取り次ぎをいただい のはこれまた親鸞二十四輩（第十二番）の水戸善重寺住職藤本貫 氏である。記して御礼申しあげる。　
調査の展開としては、まず所長の安藤が二〇一八年十二月二十七日に






























「无」ではなく「無」を用いるのが特徴） 、下部右に金泥籠文字の十字名号（帰命盡十方无㝵光如来・光明三三本） 、下部左 金泥籠文字の六字名号（南無阿弥陀仏・光明は無し）を配置し、名号間に釈迦如来（右・光明二〇本） ・阿弥陀如来（左・光明二八本）を描く（いずれも蓮台付） 。　
左上部に大勢至菩薩と天竺（インド）の龍樹・天親、震旦（中国）の
慈愍・曇鸞・道綽・善導・懐感・法照・小康を描き、右上部に和朝（日本）の聖徳太子（孝養像 ・六侍臣（妹子 曽我 日羅・恵慈・阿佐・学（覚 哿）と源信、そして法然を囲み、親鸞等六人 く。六人は親鸞・信仏・信海・信明（是信 （心 房＝本誓寺開基） 道観・唯智と推定される（以上、配置と札銘の判読については下図も参照） 。聖徳太子の上半身が金色であること、親鸞等六人が淡 薄墨色（鈍色）の法衣 着ていること、親鸞が礼盤ではなく上畳に着座することなどが絵相 特徴
として指摘できる。　
南北朝時代の制作と推定される初期真宗の法宝物であり、状態は良好

































 山田文昭は、模本を参照しつつ、札銘を次のように読ん いる（ こ
では親鸞ら六人のみを記す） 。
　「釈唯□」 「釈親鸞」 「釈真仏」　「釈性願」 「釈信明」 「沙弥信海」＊ 『真宗重宝聚英』第二巻は、札銘 次のように読んでいる（同） 。
　「□唯智」 「親鸞□□」 「
」






























































































































































































































































































































































































































































































































































成された読み縁起。朱点があり、拝読用であることがわかる。　〔翻刻〕此方ニ掛ケ奉ル大幅ハ・光明本ト申シ奉リ・祖師上人御真筆・本誓寺開基是信房・祖師上人ノ御名代ヲ蒙リ・奥州ヘ下リ・石ヶ森ト云フ処ニ一宇ヲ建立シ 御相伝ノ一流 浄土真宗ヲ弘メ玉フニ 日ニ増シ御法義御繁昌ナリシカバ・此義ヲ上人ヘ申上ゲントテ・ハル〳〵 京イタサレ・五条西ノ洞院・花園ノ御殿ニ於テ・ 人ヘ御対顔申上ケ 出羽奥州・御法義御繁昌ノ由ヲ 委シク申 ラレケレバ・年来愚禿ガ恐願満足セリト・ノ玉ヘテ・御喜ノ余リ・弥陀釈迦二尊・三国伝 ノ・念仏ノ元祖等連師染筆遊サレ ニ下 置レタル御霊宝 尊祖師上人御真筆七百有年ニナラセラ 地合モ損シ・御絵相モ・分リ兼ネ・末世ノ御門下・永ク拝礼モオボツカナシ・之ニ依テ 南部領主様ヨ御写御願 処・格別ノ思召ヲ以テ 絵相ハ・御絵所ヘ仰セ付ラレ三名号ヲ初メ・菩薩人師等ノ御銘ハ 厳如上人御染筆ナレバ 本紙同様・大切ニ拝礼ヲ遂ラレヨ ・・　
〇南无不可思議光仏。 ・帰命尽十方无碍光如来。 ・南无阿弥陀仏・阿
弥陀如来・釈迦如来・〇此二尊ハ・十方衆生ノ・父母ニ喩ヘサセラ
今度弥陀ノ浄土ニ・往生遂ゲ奉ルコトハ・此弥陀釈迦二尊ノ・発遣招喚ノ勅命ニ由テ・信心ノ正因ヲ得 リ・浄土往生ヲ遂ゲ奉ル・故ニ・釈迦弥陀ハ・慈悲 父母・種々ニ善巧方便シ・吾等ガ无上ノ信心ヲ・発起セシメ玉ヘケリト・御和讃ニ仰セラレテアル 〇此方ハ・大勢士菩薩・此方ハ・竜樹菩薩・此方ハ 天親菩薩・コノ三菩薩ハ・印度国ニ御出世遊サレ 御念仏ヲ御勧メ下サレタル方々・〇此方 曇鸞大師、 ・慈愍三蔵・道綽禅師・善道大師・懐感禅師・少康法師 法照禅師・コノ御方々ハ志那ノ国ニ御生レナサレ 各 御宗旨ハ差ヘトモ迷ノ凡夫ガ仏ニナル道 ・弥陀ノ本願ニ限ルトアツテ 御念仏ヲ 御勧メ下サレタル方々・〇此方ハ・和 教主・聖徳太子 御身ハ摂政ノ位ニ在リ乍・ （肉食妻帯ノ行状ヲ示 ）篤ク三宝ニ帰依シ 肉食妻帯シテ官服ニ袈裟ヲ掛ケサセラレ・僧ニ非ズ 俗ニ非ズ 吾御開山ノ・御行状ヲ・示 セラレテアル・即チ コ 浄土 マシマス観世音菩薩・末世 衆生ヲ助ケントテ・凡夫 塵ニ交リテ ・ 化導 〇コノ太子ノ左右ニマシマスハ・妹子ノ大臣 曽我ノ大臣・五徳博士阿佐太子・日羅上人・恵慈法師・コノ一段ハ・太子ノ御看属ニシテ・儒仏神ノ三道 念仏ニ関スルトアル御相・〇此方ハ 横川ノ源信和尚御身ハ天台宗ニアリ乍ラ 往生要集 作 地獄極楽ノ体相ヲ示シ日本ニ於テ・初テ御会仏ヲ・御勧メ下サレタル御方・〇此方ハ 念仏ノ元祖・黒谷ノ法然上人・ （浄土宗御開基）吾御開山 御師匠 専修念仏 大道師・ソ 専修念仏ガ 仇トナリ 御身ハ土佐 国ニ御流罪
【特別調査報告】盛岡本誓寺史料〔一〕法宝物編
一三
トナラセラレ・吾御開山ヲ初メ奉リ・御門侶三百八十余人・死罪流罪数ヲ知ズ・カヽル御命ガケノ御苦労ハ・コレ偏ニ私一人ヲ導テ 真実報土ノ往生ヲ遂ゲサセントノ・御慈悲ト頂カネバナラヌ・〇此方ハ安居院ノ聖覚法印〇此方ハ坂東報恩寺ノ開基・廿四輩ノ第一﨟性信御房〇此方ハ・沙弥信海御房〇此方ハ高田一身田ノ御門跡・真仏上人・廿四輩ノ第二﨟 〇此方ハ 南部本誓寺 基・廿四輩ノ第十﨟・是信御房・此是信御房ヘ・御休房ハ御真影ヲ初メ 此光明其外（拝ミ上ラル）数々ノ御霊宝・ （コレ末世ノ吾等ヘノ 記念ト拝ネバナラヌ）〇アナタハ・御開山・御銘 釈ノ親鸞ト遊 レ・ （是信房ニ御対座アラセラレ仰ラレテ冝ハク如是弥陀三国ノ祖）如是弥陀釈迦二尊メトシテ・天竺唐ノ念仏相承 祖師方ヲ絵カセラレ・ 信房ニ 対座アラセラレ・仰 ヲ冝ハク 「三国ノ祖師 各氏一宗ヲ興行ス・愚禿スヽムル処・更ニ私 シト 」アツテ 上人 勧メ 一字一点御私ナク・ （一器ノ水ヲ一器ニ移ス□如 増ズ減サス）仏菩薩 人師等ノ・経論釈ニ由テ 御弘メ遊サルヽガ 浄土真宗
ケ〻
カト云フコト




























み縁起。朱点がある（拝読用） 。末尾に「草記」とある。　〔翻刻〕此方ニ掛奉ルハ・名体不離ノ本尊ト申奉（ル）リ 祖師上 関東 経回ノ砌リ・常陸ノ国稲田ノ御草庵ニ於テ聖人・本誓寺開基 信房ヲ・出羽奥州イソ松前教化御名代トシテ・ （下向）下シ玉ヘシカ・其時御真影ト供ニ・御本尊ノ為ニトテ・御染筆ナン サレタル尊像ナリ 然ルニ・御本紙ハ 既ニ七百有余年ニナラセラレ・地合モ損 御絵相モ分リ兼ネ・ （ヌルニ依テ）末ノ世ノ御門下・拝礼モ・オボツカナシ之ニ依テ・南部領主様ヨリ・御写御願 處 格別ノ思召ヲ以 ・弥陀ノ御絵相ハ・御絵所ヘ仰セ付ラレ・左右ノ六字ノ御名号ハ 无上覚院様・御染筆ナレバ 御本紙同 ・大切 拝礼ヲ遂ラレヨ…
　
拝ミ上
ラルヽ仏体ノ左右ニ・六字ノ名号ヲ顕シ玉フハ・弥陀ハ名ヲ以テ・衆生ヲ摂取スルトアツテ・阿弥陀如来・法蔵菩薩ノトキ・五劫兆載永劫ノ御苦労・積功累徳 善根ヲ 此六字ノ名号ニ収メ□シ・信ノ一念ニ・令諸衆生・功徳成就ト・凡夫ニ回向シテ・助ケ玉フガ故ニ・弥陀ハ名ヲ以テ・ ヲ摂取スル 仰セラレテアル 其名号ト云フハ 即チ此南无阿弥陀仏ノ名号
是コレ
又・弥陀ノ（名ニ）仏体ニ相離レザルガ故
ニ・名体不離（本尊）ト名ケ奉 ・今此義ヲ御絵相ニ顕シ 愚ナ凡夫ニ知ラセンガ為ニ・仏体左右ニ 六字ノ名号ヲ・御染筆遊サレタレバ・心ヲ止メテ 拝礼 遂ラレヨ・ ・　
大正十二年九月草記
＊

























例の掛軸装・絵像の親鸞影像ではなく、厨子内に木像 親鸞影像が安置されていて、親鸞自作と伝えられている これを是信が授かり奥州まで来たという伝えがある） 向かって右余間にはもう一つ厨子 あ 、木像の聖徳太子孝養像 安置されている。 いずれも通常は閉扉されている。向かって左余間には是信房信明影 が奉掛されている（
14） 。是信房の
墓については本誓寺本堂裏に一基あり、彦部（紫波郡）から移転されたものという。なお、彦部 も の墓が伝えられ いる。　
今回報告しなかった掛軸・冊子類の中には法宝物出開帳等で用いられ
たとみられるものもあり、その中 大般若経切など中世史料も見出される。一方で、親鸞旧跡等にちなむモノ 生み出さ 、残されているが、それほど多種多様ではな 。　
むしろ、光明品（光明本尊） 、光明摂取本尊、名体不離本尊に関する
縁起類が、江戸時代から明治・大正、そし 現在に至るまで 無数に残
されており、 これら三点を中心とする法宝物出開帳が江戸時代後期以降、かなりの回数で行なわれていることがうかがえる。本山への出開帳許可上申関係史料なども多数ある。　
本誓寺歴代系図や末寺帳（末寺は江戸時代、三十か寺以上に加え寺中
も三か寺あった） 、末寺所蔵法宝物記録等も残されており、これらの詳細な検討が重要な課題である。本誓寺の歴史は ちろん、東北地域全体の真宗史の解明が格段に進むことが期待され　
次回の特別報告〔二〕古文書編を期してひとまず擱筆する。
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